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井
上
ヒ
ー
タ
ー
は
フ
ィ
ン
チ
ュ
ー
ブ
式
を
メ
イ
ン
に
、
工
業
用
ヒ
ー
タ
ー
や
ク
ー

ラ
ー
に
使
わ
れ
る
多
様
な
工
業
用
熱
交
換
器
を
手
が
け
る
。
化
学
プ
ラ
ン
ト
や
製

鉄
、
製
紙
業
界
な
ど
加
熱
・
冷
却
プ
ロ
セ
ス
を
有
す
る
様
々
な
生
産
現
場
に
幅
広
く

納
入
し
て
い
る
。
顧
客
の
業
容
に
最
適
な
一
品
一
様
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
製
品
の
提

供
を
使
命
と
し
、
技
術
開
発
と
と
も
に
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
き
た
。

「
私
た
ち
の
工
場
は
画
家
の
ア
ト
リ
エ
に
似
て
い
る
」。
こ
う
説
明
す
る
の
は
井
上

雅
晴
社
長
。「
当
社
の
技
術
者
が
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
う
ち
に
新
た
な
発
想
が
生

み
出
さ
れ
る
」
と
独
創
的
な
社
風
や
、
妥
協
を
許
さ
な
い
モ
ノ
づ
く
り
へ
の
姿
勢
を

強
調
す
る
。

フ
ィ
ン
チ
ュ
ー
ブ
が
成
長
の
原
点

井
上
ヒ
ー
タ
ー
の
創
業
は
１
９
１
２
年
。
１
１
０
年
の
歴
史
を
刻
む
工
業
用
熱
交

換
器
の
老
舗
企
業
だ
。
井
上
社
長
の
祖
父
で
あ
る
井
上
昌
二
氏
が
、
熱
交
換
器
メ
ー

カ
ー
の
井
上
鉄
工
所
（
後
の
井
上
金
属
工
業
、
現
テ
ク
ノ
ス
マ
ー
ト
）
を
立
ち
上
げ

た
の
が
始
ま
り
。
戦
前
、
創
業
者
が
熱
交
換
器
に
用
い
る
エ
ロ
フ
ィ
ン
チ
ュ
ー
ブ
の

製
造
免
許
を
国
内
初
で
取
得
。
当
時
は
軍
服
向
け
染
色
繊
維
の
乾
燥
工
程
や
兵
器
向

け
硝
化
綿
の
製
造
工
程
な
ど
、
お
も
に
軍
需
産
業
向
け
に
採
用
さ
れ
た
。

戦
後
に
は
熱
交
換
器
と
送
風
機
を
組
み
合
わ
せ
た
「
乾
燥
機
メ
ー
カ
ー
」
を
打
ち

出
し
、
化
学
合
成
繊
維
業
界
な
ど
に
供
給
す
る
こ
と
で
成
長
を
続
け
る
。
そ
の
後
、

66
年
に
熱
交
換
器
事
業
を
分
離
し
て
「
井
上
ヒ
ー
タ
ー
」
を
設
立
し
た
。
上
場
企
業

成長を続ける創業110年超の
工業用熱交換器の老舗メーカー

井上ヒーター株式会社

産学連携による高度な開発力に加えSDGs活動でも注目

▲井上社長の卓越した経営手腕により急成長を続ける

会社名読み
INOUE HEATER
カテゴリ
機械 ･ 装置
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と
な
っ
た
井
上
金
属
工
業
と
は
別
の
、
創
業
家
１
０
０
％
出
資
会
社
と
し
て
独
自
経
営
を
ス
タ
ー
ト
し
、
98
年
に
、
現
社
長
の
井
上

雅
晴
氏
が
井
上
ヒ
ー
タ
ー
の
社
長
に
就
任
し
た
。

井
上
ヒ
ー
タ
ー
が
展
開
す
る
フ
ィ
ン
チ
ュ
ー
ブ
式
熱
交
換
器
は
、
複
数
の
フ
ィ
ン
（
放
熱
板
）
に
チ
ュ
ー
ブ
を
貫
通
さ
せ
た
構
造

の
「
プ
レ
ー
ト
フ
ィ
ン
」
が
コ
ア
部
材
と
な
る
。
チ
ュ
ー
ブ
内
に
液
媒
体
を
流
し
、
ガ
ス
体
を
チ
ュ
ー
ブ
外
面
と
フ
ィ
ン
に
当
て
る

こ
と
で
熱
交
換
を
行
う
。
一
般
的
な
「
シ
ェ
ル
＆
チ
ュ
ー
ブ
式
熱
交
換
器
」
に
対
し
、
高
性
能
を
維
持
し
な
が
ら
も
小
型
化
を
可
能

に
す
る
。

プ
レ
ー
ト
フ
ィ
ン
に
は
、
お
も
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
ス
テ
ン
レ
ス
の
素
材
が
使
用
さ
れ
、
加
工
性
や
熱
伝
導
率
、
安
価
な
原
料
価

格
な
ど
か
ら
ア
ル
ミ
製
が
優
位
と
さ
れ
る
。
た
だ
、
耐
久
性
や
耐
腐
食
性
が
求
め
ら
れ
る
医
療
や
食
品
関
連
分
野
か
ら
は
ス
テ
ン
レ

ス
製
を
望
む
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
こ
で
、
同
社
で
は
独
自
に
熱
伝
導
率
を
高
め
、
よ
り
小
型
で
低
価
格
帯
の
ス
テ
ン
レ
ス
・
ア
ル
ミ

製
熱
交
換
器
を
開
発
し
た
。
さ
ら
な
る
需
要
層
の
拡
大
に
期
待
が
か
か
る
。

量
産
体
制
の
構
築
で
業
績
伸
長

現
状
、
井
上
ヒ
ー
タ
ー
で
は
熱
交
換
機
器
の
採
用
域
を
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
関
連
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
や
間
連
部
品

の
製
造
工
程
、
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
）
の
製
品
加
工
工
程
と
い
っ
た
、
先
進
的
な
成
長
分
野
へ
拡
大
を
図
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
同
社
で
は
２
０
２
２
年
６
月
の
創
業
１
１
０
周
年
を
機
に
、
生
産
体
制
の
強
化
、
拡
充
に
動
い
た
。

新
た
に
「
全
自
動
プ
レ
ー
ト
フ
ィ
ン
圧
入
機
」
や
工
作
機
械
類
を
増
設
し
て
生
産
能
力
を
増
強
。
需
要
が
急
増
す
る
Ｅ
Ｖ
関
連
機

器
部
材
の
製
造
工
程
向
け
に
量
産
対
応
の
生
産
設
備
を
構
築
し
た
。
以
前
か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
製
造
工
程
に
加
え
、
量
産
を

可
能
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
売
上
が
急
増
し
、
同
社
の
22
年
11
月
期
の
売
上
高
は
過
去
最
高
と
な
る
７
億
円
に
近
づ
い
た
。
22
年
当

初
に
掲
げ
た
、「
25
年
11
月
期
ま
で
に
売
上
高
を
21
年
11
月
比
30
％
増
の
６
億
円
か
ら
７
億
円
規
模
に
拡
大
す
る
」
と
し
た
経
営
計

画
を
、
早
々
に
前
倒
し
で
達
成
し
た
。
こ
の
増
収
要
因
に
つ
い
て
井
上
社
長
は
「
Ｅ
Ｖ
向
け
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
関
連
部
品
の
製▲SDGs活動の一環として本社工場の屋上には太陽光発電パネルを設置

▲高性能を維持しながら小型化ができるフィンチューブ式熱交換器
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ン
ゴ
ル
や
ベ
ト
ナ
ム
の
技
術
系
大
学
の
卒
業
生
と
留
学
生
と
な
る
。「
国
内
で
採
用
す
べ
き
技

術
系
の
人
材
が
枯
渇
す
る
状
況
下
、
海
外
に
目
を
向
け
優
秀
な
人
材
を
集
め
た
」
と
説
明
す
る

井
上
社
長
。
現
在
で
は
機
械
の
オ
ペ
レ
ー
タ
や
設
計
分
野
で
実
力
を
発
揮
し
て
い
る

ま
た
、
昨
年
の
創
業
１
１
０
周
年
を
契
機
に
、
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
へ
の
取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
て
い
る
。
環
境
や
顧
客
、
社
員
に
対
し
て
、
優
し
い
会
社

を
目
指
す
た
め
の
理
念
を
提
示
。
様
々
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、「
こ
れ
か
ら
も
熱
交
換
器
事

業
の
発
展
を
通
じ
て
人
と
未
来
の
社
会
の
た
め
に
地
球
環
境
保
全
を
目
指
す
」
と
井
上
社
長
は

力
を
込
め
る
。

同
社
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
は
地
域
行
政
や
経
済
団
体
が
多
様
な
か
た
ち
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
西
宮
商
工
会
議
所
報
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
を
減
ら
す
新
製
品
開
発
や
働
き
や
す
さ

を
向
上
さ
せ
る
社
内
環
境
の
改
善
手
法
な
ど
を
紹
介
。
ま
た
、
ひ
ょ
う
ご
産
業
活
性
化
セ
ン

タ
ー
が
23
年
に
立
ち
上
げ
た
「
ひ
ょ
う
ご
産
業
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
宣
言
事
業
」
の
中
で
も
、
先
進

的
な
取
り
組
み
を
展
開
す
る
企
業
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
加
え
、
同
社
の
製
品
開
発
力
や
技
術
力
は
多
方
面
で
高
い
評
価
を
受
け
て

い
る
。
優
れ
た
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
を
有
す
る
中
小
企
業
者
を
認
定
す
る
23
年
度
の
「
ひ
ょ
う
ご

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
」
に
ス
テ
ン
レ
ス
フ
ィ
ン
の
効
率
を
高
め
る
特
許
技
術
が
他
社
に
な
い
強

み
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
機
械
設
備
の
増
設
に
よ
る
量
産
へ
の
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
、
兵
庫
県
の
「
プ
ラ
チ
ナ
成
長
企
業
」
に
も
認
定
さ
れ
た
。
今
後
は
全
国
の
催
し
な
ど

で
知
名
度
が
高
ま
り
、
地
域
を
あ
げ
た
育
成
支
援
に
よ
り
さ
ら
な
る
事
業
拡
大
に
期
待
が
高
ま

る
。

造
工
程
に
同
社
ヒ
ー
タ
ー
の
採
用
が
進
ん
だ
結
果
」
と
分
析
す
る
。
い
ち
早
く
量
産
体
制
構
築
に
舵
を
切
っ
た
成
果
が
証
明
さ
れ

た
。さ

ら
に
今
期
（
23
年
11
月
期
）
の
売
上
高
に
つ
い
て
も
「
８
億
︱
９
億
円
に
達
す
る
見
込
み
」
と
、
業
績
拡
大
の
勢
い
は
止
ま
ら

な
い
。
昨
今
、
Ｅ
Ｖ
関
連
需
要
は
世
界
的
に
急
激
な
進
展
を
見
せ
て
お
り
、
国
内
で
も
一
般
的
に
言
わ
れ
る
35
年
の
Ｅ
Ｖ
本
格
普
及

期
ま
で
は
関
連
産
業
の
急
成
長
が
続
き
そ
う
な
情
勢
だ
。
今
後
は
「
同
業
者
間
で
開
発
や
受
注
競
争
が
激
化
す
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ

以
上
に
関
連
市
場
の
広
が
り
は
大
き
い
」
と
井
上
社
長
は
見
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｅ
Ｖ
関
連
需
要
が
落
ち
つ
い
た
後
の
量
産
体
制
に

つ
い
て
は
、「
基
本
事
業
で
あ
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
対
応
の
生
産
体
制
と
の
相
互
補
完
で
一
時
的
な
落
ち
込
み
は
防
ぐ
こ
と
が
可

能
。
さ
ら
に
過
去
の
液
晶
市
場
の
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
技
術
進
化
に
よ
り
量
産
化
が
必
要
な
分
野
は
必
ず
出
て
く
る
。
常
に

市
場
の
動
き
を
注
視
し
対
応
力
を
備
え
て
い
く
こ
と
が
肝
要
」
と
語
る
井
上
社
長
。
中
・
長
期
的
な
事
業
展
開
に
も
隙
は
な
い
よ
う

だ
。

産
学
連
携
を
通
じ
て
技
術
力
を
強
化

同
社
は
２
０
０
５
年
に
、
本
社
工
場
を
大
阪
市
都
島
区
か
ら
現
在
の
兵
庫
県
西
宮
市
に
移
転
し
た
。
そ
の
後
は
Ｃ
Ａ
Ｅ
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
利
用
解
析
）
導
入
に
よ
る
生
産
管
理
手
法
の
改
善
な
ど
先
進
的
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。
こ
う
し
た
中
、
大
き
な
転
機

と
な
っ
た
の
は
12
年
か
ら
始
め
た
東
京
大
学
と
の
連
携
事
業
。
東
京
大
学
が
保
有
す
る
特
許
技
術
を
活
用
し
て
、
熱
伝
導
率
を
１
１

０
年
前
の
２
倍
に
向
上
す
る
技
術
を
構
築
。
同
技
術
を
利
用
し
た
の
が
現
在
、
提
案
中
の
小
型
熱
交
換
器
で
あ
り
、
連
携
10
年
目
に

し
て
大
き
な
成
果
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
産
学
連
携
に
力
を
入
れ
、
龍
谷
大
学
や
大
阪
産
業
大
学
な
ど
と
は
技
術
開
発
の
方
向
性
に

つ
い
て
の
実
証
を
依
頼
し
て
い
る
。
今
後
は
関
西
大
学
を
は
じ
め
、
関
西
圏
の
技
術
系
大
学
と
の
連
携
事
業
を
推
進
し
て
い
く
計
画

だ
。一

方
で
、
同
社
の
特
徴
の
１
つ
に
優
秀
な
外
国
人
の
積
極
的
採
用
が
あ
る
。
外
国
人
社
員
は
全
体
の
⅓
程
度
に
上
り
、
半
数
は
モ
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